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は じ め に 

 

 この小冊子は、パンフレット「農作業を安全にするため

に」（厚生労働省委託事業）について、農作業事故の実態

に合わせて解説したものです。 

まだ日本では一般的になっていない「ヘルメットの着用」

や「傾斜地の小段の設置」などの提案をし、外国人労働者の安全を確保するだ

けでなく、みんなで日本の新しい農作業安全を考える内容となっています。 

雇用主だけでなく、新規就農者や事故の多い高齢者にも、ご活用いただけれ

ば幸いです。 

 

パンフレット解説「農作業事故防止 ここがポイント」  目 次 

Ⅰ．農作業事故の発生状況                   ……………………………… 2 

Ⅱ．農作業安全の進め方                      ……………………………… 3 

Ⅲ．パンフレットの解説                      ……………………………… 4 

   １．ルールを守りましょう              ……………………………… 4 

   ２．整理・整頓しましょう              ……………………………… 4 

   ３．日頃の体調管理のために            ……………………………… 6 

   ４．体調が悪いときには、遠慮せず相談しましょう ………………… 6 

   ５．正しい服装と必要な防護をしましょう………………………………  8 

   ６．草刈機（刈払機）を安全に使うために  …………………………… 10 

   ７．耕うん機を安全に使うために        ……………………………… 12 

   ８．高いところの作業では              ……………………………… 14 

   ９．脚立作業のときには                ……………………………… 14 

   10．腰痛予防のために                  ……………………………… 16 

   11．熱中症予防のために               ……………………………… 18 

   12．畑作・園芸作業のときには         ……………………………… 18 

   13．果樹作業のときには               ……………………………… 20 

   14．畜産作業のときには（酪農・養豚・養鶏） ……………………… 20 

   15．農薬を安全に使うために           ……………………………… 22 

   16．ケガをしたときには              ……………………………… 22 

   17．悩み事は抱え込まず相談しましょう ……………………………… 24 

      18．体調が悪いとき、どんな症状ですか ……………………………… 26 

 

パンレットのなかにある「困ったマーク」 は悪い例、「にこにこマーク」

は良い例を示しています。 

この表記方法は、韓国農村振興庁の農作業安全啓蒙資料から、振興庁のイ・キョンス

ク室長のご好意で使わせていただきました。 
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農水省の統計によると、農作業事故による

死亡は、毎年 300～400 人で、ここ 50 年間ほ

とんど減っていません。この間、他産業の労

災では、建設業で 14％まで減少しています。 

これは他産業では、事業主の責任が問われ

労働安全衛生法などで法的に厳しく規制され

てきたからです。 

農業ではこれらの規制がないため、減少に

つながっていません。 

農業機械による死亡事故のトップはトラク

ター、次いで耕うん機・運搬車です。 

2000 年の全国１道８県の農作業事故調査

で、10,600 件の事故があり、農機具の事故で

は、右の図のように一番多いのは草刈機（刈払

機）、次いでトラクター、軽トラック、コンバイン、チ

ェーンソー、耕うん機と続き、上位６種で６割を占

めています。 

農具では、鎌、脚立、はしごの順で多く、この 3

種で 6 割を占めています。とくに、脚立やは

しごでは転落などで重大事故になっているこ

ともあります。 

また、農機具や農具を持っていないときにも事

故は起こっています。 

あぜ道を歩いていて、転倒した、転落した、

障害物にぶつかった、などで、これらは全体

の 3 割を占めています。 

3

過去１０年間の農業機械による機種
別死亡事故の割合(2008年～2017年)

トラクター
44.0

運搬車
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耕耘機
13.7

その他
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ｺﾝﾊﾞｲﾝ
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刈払機
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Ⅰ．農作業事故の発生状況 
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他産業では、「人はミスをすることを大前

提」に対策を立てています。 しかし、農作

業の現場では、事故が起こったとき、「注意

しなかった者が悪い」とされてしまいます

が、これでは事故は防げません。 

「注意しなくても事故が起こらないように

すること」が大切です。まず、危険な「環境」

「農機具」の安全対策を行い、次いで残っ

たリスクについて、手順を決めてリスクを

回避することが大切です。 

そのために、第１の「環境」では、作業現

場の危険箇所を明らかにし、 ハザードマッ

プを作成し、そのハザードマップをもとに、

環境改善（路肩・昇降路の急傾斜・急斜面

に小段を設ける、作業場に照明を設置する、

安全柵や安全標識を設置するなど）を行う

ことです。  

第２の「農機具」では、むき出しの回転部

分にカバーをする、面取りができていないところにはゴムカバーをする、バックミラ

ーを設置するなどです。 

第３の「人」については、年齢や作業への熟練度合などを考慮し、事故を防ぐための

改善が大切です。それでも防げない事故が起こる場合は、その作業そのものを止める、

他の方法に変えるなどの決断も重要です。外国人労働者の場合は、とくにこうした対

策が重要です。 

Ⅱ．農作業安全の進め方 
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ＯＫ ＮＧ

外国人労働者のなかには、「説明」

などを静かに聞くことの習慣がない

方もいます。また、日本語を十分に

理解できない方もいます。作業の手

順や安全のためのルールを守ること

は、事故防止の基本です。 

作業中、身振り、手振りの「サイン」

を交えることで意思の疎通（ルールの伝達）をするこ

ともあります。国によって手でのサインの意味が異な

ります。事前に「サイン」を決め、確認をしておきま

しょう。 

移動手段としての自転車による交通事故が懸念さ

れます。国によっては交通ルールが緩い国もあり、一

旦停止、信号遵守、横断の仕方などのルールの厳守が

大切です。 

他産業では、右の表のように、

３Ｓ（整理、整頓、清掃）活動が

作業安全の基礎として推進され

ています。 

例えば同じ物（鍬、鎌など）

が複数個ある場合はナンバー

(番号)をつけておくと、圃場に忘

れてきたりした場合でも、元の

位置になければ、直ぐに分かり

ます。 

 

また、整理・整頓をすることで、つまずきや転倒な

どの事故を防ぐことができます。 

さらに、清潔にする、ルールをきちんと守ることに

Ⅲ．パンフレットの解説 
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より、農作業事故防止につながります。 
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４．体調が悪いときは遠慮せずに相談しましょう 

１．しっかり睡眠をとる  

夜更かしなどせず、規則正しく適切な睡眠時間をとる

ことが大切です。また、起床して太陽の光を浴びること

で、睡眠のリズムが整います。そのために、清潔な寝具

などにも配慮し、質の良い睡眠をとるようにしましょう。 

２．季節にあった服装を着用する 

外国人労働者の出身国によっては、気象条件

が異なります。日本では四季や、また作業内容

に合った服装をするように気配りが大切です。 

 

３．食べ物に気をつける 

外国人労働者は、出身国の文化や宗教によっ

て、食べられる食品が制限されていたり、私た

ちの食べないものが食品になることがあります。

また、「野菜嫌い」の人もいますので、心配りが

必要です。とくに、田んぼのタニシや、川の魚

や野山の草などを食材として取ってきて食べる

こともあり、食中毒になった事例も報告されています。 

取ってきた物が食べることができるか、雇用主に相談するように伝えてください。 

元気な人でも、慣れない日常生活や気

候により体調不良になることがあります。 

来日した外国人の方のなかには、右の

ような症状を訴えた方が多く報告されて

います。いずれも症状は軽かったのです

が、これらの症状のなかには重篤な病気

が隠れている場合があります。 

外国人労働者の方に体調について聞くと、「迷惑がかかってはいけない」、「少しでも

稼ぎたい」という思いから、「大丈夫です」と答える方がいます。 

早期の手当や治療で重篤化や慢性化を防ぐことができます。体調不良や症状につい

て、遠慮なく相談できる人間関係が大切です。 

３．日頃の体調管理のために 
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乱れた服装は、機械

への巻き込まれや引

っかかりの原因とな

ります。 

首から垂れたヒモ

やタオル、長靴の垂れ

たヒモ、とめてない袖

口、上着の垂れたヒモ

などがないか、確認し

ましょう。 

 

 

  作業の内容や使う農機具などの危険性に応じて、適切な衣服や防護具を使用し、危

険から身を守ることが大切です。 

草刈機での作業：フェイスガード、脛当て、手袋、胸当て、耳栓、安全靴・スパイク靴など  

農薬の散布作業：カッパ（通気性のよいもの）、長靴、農薬散布用マスク、 ゴム手袋など 

 

ヘルメットは、農作業ではまだ一般的ではありませんが、事故や怪

我から「頭を守る」ことはとても重要なことです。個人個人の体格に

合わせ、マイヘルメットを用意しましょう。 

 

右図のような耳栓は、高い周波数の音

をカットしてくれます。騒音性難聴を予

防するだけでなく、低い音、例えば話し

声などはよく聞こえてきます。 

大きな音の出る機械を操作するときや、

その周辺での作業に有効です。   

この耳栓は、洗って繰り返し使うこと

ができます。いつもポケットに入れてお

き、必要に応じて装着してください。 

５．正しい服装と必要な防護をしましょう 

乱れた服装は、巻き込まれなどの重大な事故につながる 

高い周波数の音を遮断する、

イアウィスパー

騒音性難聴を引き起こす、高い周波数の音をカット
４個入り約３５０円

必要な防護を確実に 
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６．草刈機（刈払機）を安全に使うために 

「森づくり安全技術・技能全国推進協議会」より

刈払機のキックバックを起こす位置

「森づくり安全技術・技能全国推進協議会」より

刈払機のキックバックを起こす位置

刃が地面に触れ、回転刃が足に向かってきて損傷

 

  

  草刈機の事故で最も多いのは、土手

や傾斜地などで「作業姿勢が不安定」で

滑ったり、転倒して骨折、刃で手足を切

るなどの事故です。次いで多いのは「刃

の回転により」回転刃がキックバックし

たり石やチップが飛んで体に当たる事故

です。さらに作業前に草むらの危険物な

どの「環境を確認せず」に起こった事故や「エンジンを止めずに」刃に詰まった草を

取ろうとして急に回転した刃で体を切るなどの事故です。その他「他人を捲き込んだ」

事故や「整備中」にも事故が起こっています。 

 

①最も多い斜面での事故とその対策 

 法面や斜面の草刈り時に、転倒しないよう斜面で姿

勢を保とうとして踏ん張ったとき、転倒したり用水に

転落する事故が多発しています。 

このような事故を防ぐため、斜面に事前に小段を設

けたり、靴にスパイクを装着などして、足が滑らない

工夫が大切です。 

 

②値段が高くても安全な回転刃を使用する 

回転刃に埋め込まれているチップが取れ、目に入ったり体に突き刺さる事故が多く

起こっています。特に値段の安い刃はチップが取れやすく、「安い刃で十分」、「切れな

くなったら刃を交換すればいい」では作業者の安全は守

れません。失明した眼や損傷した体を取り替えることは

出来ません。安全な刃の準備が大切です。 

 

③刃のｷｯｸﾊﾞｯｸｿﾞｰﾝは使わない 

 回転刃が地面に触れると回転刃がキックバックし足

を損傷します。草刈機の使用前には必ず、キックバック

ゾーンなどを使わないように、事前の研修が大切です。 
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第５例；豆トラクター事故

①バ
ック

②バックした所に、鉄
製杭があり、転倒

耕耘中バックしたところ、後ろに鉄製の杭があり、足
がひっかかり、転倒、回転する刃に両脚が巻き込ま
れた。大腿骨開放骨折、ドクターヘリで搬送。

男性・６０歳

７．耕うん機を安全に使うために 

  

 

①バック時に転倒、押しつけ 

 耕うん機作業では「後退・バック」が常

に必要です。これは他の農業機械にはない

特徴です。人間は後ろに目がなく、かつ足

が十分上がらず、ほんのちょっとした高さ

の物にでも躓き、転倒し、回転する刃に巻

き込まれます。また、後ろの立木や格納庫、

ハウスの壁に押しつけられ多くの死亡事故

も起きています。  

 作業時に耕うん機をバックする時には、

必ず後を確認する手順をしっかり身につけることが大切

です。  

   

   

     

 

②固い土で、ダッシング・キックバック 

 固い土を耕うんすると、ロータリーが土をおこさず、地面の表面をロータリーで走

る、いわゆるダッシングが起こります。また、固い土にぶつかり、突然後退するキッ

クバックが起こります。  

 固い土は、ゆっくりと耕すことが大切です。  

 

③耕うん機の積み降ろし 

 最近の耕うん機は小型であり、つい軽いとあなどり安易に抱えて

移動しようとして腰を痛めたり、ロータリーに巻き込まれる事故が

起こっています。重量物と同じ手順を守ることが大切です。（項目

10 参照）  
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③天板に乗らない

・適切な長さの脚立
を用意する

・樹高を低くする

④上り下りの際、重い物を
持たない工夫をする

⑤あと、もう一個だけ、
と身を乗り出さない

脚立を移動し、
直上直下で作業を

９．脚立作業のときには 

①脚立を設置する時、最初に一番下の
ステップに乗って、トントンと踏み込む

この時、がたつく様だったら、少し場所
を変えて、再度トントンを試みる 短い場合は、延長の紐・チェーンを掛ける

②開脚防止用チェーンを掛ける

他産業での高所作業への備え

・２ｍ以上の高所での作業では、
作業ができる面（床）を設け墜落
防止の処置をとる

・ヘルメットを着用する

・墜落が考えられる場所には安全
册を設置する

1.5m以上の高さの昇降には、手すりの設置が必要

労働安全衛生法・労働安全衛生規則

  他産業では、「２ｍ以上」での作業は高所作業

と定義し、さまざまな対策をとることを義務づけ

ています。（右図） 

 また、１ｍの高さでも命に関わるとして、すこ

しでも高い所の作業は、全て高所作業対策を行っ

ています。 

    

 ヘルメットを着用していれば助かった、あるい

は軽傷で済んだと思われる事故事例はたくさんあ

ります。軽トラの荷台から転落し意識不明になった事故も発生しています。雇用主が

率先してヘルメットを着用することが大切です。 

農地には、水平

面はほとんどあ

りません。 

脚立を安定に

保つため図の①

と②は必須の手

順です。 

また、作業中の

③④⑤は脚立が

不安定になる行

為であり避けてく 

ださい。 

脚立作業は、高所作

業です。ヘルメットを

必ず着用する。 

 

 

 

 

８．高いところの作業では 
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１０．腰痛予防のために 

７０ｋｇ

５０ｋｇ

×

×

４０％

４０％×６０％

＝

＝

２８ｋｇ

１２ｋｇ

労働衛生の考え方による、
重量物の運搬基準

（例）男性

女性

男性体重７０ｋｇの場合、その体重の40%をかけた28kg、
女性体重５０ｋｇの場合、男性の係数の40%にさらに60%

をかけた12kgが重量物運搬の上限の重さとなる。

ひたすら同じ姿勢で、植えつけ作業を続ける

植えつけ
の穴開け 植えつけ ストレッチ苗を畝に運ぶ

作業を組み合わせ、作業姿勢を
変える、合間にストレッチをする

①重い物を運ぶときには 

国が定めた腰痛予防のガイドラインでは、男女

別に右図の基準が決められています。この基準を

超えない重さのコンテナや荷姿になるようにする

必要があります。 

重い時は、 

（１） 効率が下がっても、コンテナを小さくする。    

（２）小分けする 

（３）２人で運ぶ。 

（４）機械力を使う 

 

②腰に負担をかけないために 

①腰を下ろし、荷物を引きつけ、背筋を伸ばして持ち上げる。 

＊腰を伸ばして持ち上げる姿勢は、腰に何倍もの負荷がか 

  かります。また、いちいちしゃがむと効率が悪くなります 

  が持続的に作業を続けるには、こちらの方が効率的です。 

②同じ作業を続けず、いろい

ろな作業姿勢を組み合わせ、

ときどきストレッチをする。 

「同じ作業を終了し、次ぎ

の作業に移る」方が、一見効

率的に思えますが、長時間の

作業では、腰を痛め、かえっ

て非効率的です。 

いろいろな作業を組み合わ

せ、ときどきストレッチをし

て、腰に負担をかけない工夫

をしましょう。 

 

＊腰痛の訴え 

腰痛には、内蔵疾患由来の重篤な病気が隠れていることがあります。

また「もみほぐしていい、悪い」、「冷やすほうがいい」、「温めるほう

がいい」などいろいろな場合があり、一度は医療機関を受診してください。 
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１１．熱中症予防のために 

１台数千円

Ⅰ度（軽度） Ⅱ度（中度） Ⅲ度（重度）

手足のしびれ
めまい、たちくらみ
筋肉のこむら返り
気分が悪い、ボーッ

頭ががんがん
吐き気、吐く
だるい
意識もうろう

意識がない
体が引きつる
まっすぐ歩けない
体が熱い

医療機関に
連れて行く

緊急受診
救急車手配

涼しい場所に移動、体を冷やす、水分・塩分補給

様子を見る

程
度
と
症
状

対
処

熱中症の症状と対処方法

①熱中症の指標、「暑さ指数」を活用 

 

  

 

 熱中症の危険を示す指標として「暑さ指数」が用いられています。

気温だけでなく、湿度、輻射熱の効果も勘案した指標です。気温と同

じく、「度」で示されます。「暑さ指数が２８度」を超えると急激に熱中症患者が増

えることが報告されています。その「暑さ指数」を測定する器具が「熱中症計」です。

１台約数千円です。熱中症予防のため、１台常備されてもいいと思います。  

 出身国により、暑さに慣れていない人もいます。そのような人には、一般的な注意

喚起以上の具体的な指示が必要です。また、なかには「日焼け」を避けるために、厚

手の長袖を着る外国人労働者の方もいますので、熱中症の危険性を十分に伝えること

が大切です。  

 さらに、生活する宿舎や作業所内、ハウス、牛舎など室内でも熱中症が発生するこ

とを念頭に置いた対策が必要です。  

 熱中症は、暑い時季のみに発生するのではなく、特に日差しが強くなり気温が次第

に高くなる５月頃から発生

します。体が熱さに慣れて

いないことにより起こると

考えられており、早い時期

からの対策が大切です。 

 

②熱中症の症状と対処方法 

 熱中症は、単に「疲れからかな？」

と思うような症状から始まります。

例えば足の筋肉の「こむら返り」な

どです。 

 軽度の場合は、しばらく様子を見

る程度ですが、意識がもうろうとし

たり、意識がなくなった場合は、迷

わず救急車の手配が必要です。 

 

 

 

 

 

気温だけでなく「暑さ指数」を測定
熱中症発症の危険性を示す指標
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熱中症患
者発生率
/日/100万人

日最高・「暑さ指数」

暑さ指数

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱで
重量物を移動

右上図の不安定な小さい一輪車から、幅広で安定な運搬
車に切り替えるため、ハウスの更新時に通路幅を広げた。

韓国農村：韓国
農村振興庁提案

１４．畜産作業のときには 

「おはよう」声かけ、優しく触って
合図してから作業を始める

12・13．畑作・園芸・果樹作業のときには

ははは 

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱで
重量物を移動

□ ① 暴れ牛について、作業者が分かっている

□ ② 発情や病気牛が分かっている

□ ③ 牛に近づく時、声かけとスキンシップをする

□ ④ 咄嗟の時の待避出来るよう位置を確保

□ ① 移動経路に段差がない

□ ② 移動経路が広く、障害物がない

□ ③ 牛が暴走や逆走した場合の待避場所を確保

□ ④ 日頃からスキンシップしている

□ ⑤ 牛を驚かさないため、牛の死角に入らない

Ⅰ．搾乳作業

Ⅱ．牛の移動

酪農作業におけるチェックリスト

 腰痛予防のために作業方法の工夫を 

 畑作や園芸、果樹作業時にとくに問題になるのは「腰痛」です。 

 腰痛発生の作業は、下記のとおりですが、人力でがむしゃらに作

業を行うのではなく、出来るだけ人力に頼らない工夫をまず行うこ

とが大切です。  

 ＊機械力：運搬車、フォークリト、リフト車など、さまざまな運搬用機器が開発さ

れているので、それらを使う。 

 しゃがみ姿勢での腰へ

の負担を解消するため、

さまざまなグッズが出

ています。  

  ＜酪  農＞ 

 牛の視力は極

めて弱いので、い

きなり近づかな

いようにします。 

 

＜養豚＞ 

 移動時には、動きやすい豚から

動かします。 

   

＜養鶏＞ 

 採卵時には同じ姿勢が続くの

で、ストレッチを取り入れます。 

①重い物を持たなくてもいい工夫

②機械力を最優先
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１６．ケガをしたときには 

長靴・防水ズボンを
長靴の外に

農薬散布用マスク 希釈基準を守り、
素手で攪拌しない

散布後、入浴
固形石けんで洗う

①農薬散布用の防護をする、手洗いを確実に 

 

 

 

 

 

 

 散布中の農薬は、鼻、口、皮膚から吸収されますが、特に鼻から吸入すると直接肺

に入り、毒性が強く現れます。そのため、漏れのない農薬散布用のマスクを使用し、

鼻からの吸入を徹底して防ぐことが大切です。農薬を散布した後は、農薬を中和させ

るため固形せっけんで手や身体を洗ったり、服を洗濯しましょう。  

 

②農薬による事故 

 農薬を散布した後、だるい、めまいなどの症状がでたときは、迷わず医療機関を受

診させて下さい。その際「農薬名」「希釈倍数」「何時間散布したか」「作業内容」

などの基本情報を医師に伝えることも大切です。 

皮膚に重篤な障害を起こす農薬もあります。図の左

はクロルピクリン、右は石灰硫黄剤による皮膚障害で

す。また、希釈する際に、比重の重い液剤を水の中に

入れたとき、農薬が跳ねて目に入り、角膜損傷を起こ

した事例もあります。                                         

 いずれにしても、取り扱い手順を守って、事故を防

ぎましょう。                    堀内信之著「皮膚障害と農業・農村」 
 

①一刻も早く雇用主に伝える 

 緊急事態が発生したときは、携帯電話で雇用主に連絡できるようにしておくことが

大切です。どんなに近い作業場でも携帯電話を携帯、マナーモードにはせず作業中で

も着信音が聞こえるようにしておきます。  

 ただし、農作業中、携帯電話を携帯しないことにしているところでは、どのように

緊急事態を伝えるかのルールを事前に決めておくことが大切です。  

１５．農薬を安全に使うために 
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１７．悩みごとは抱え込まず相談をしましょう 

②こんなときは 

 農作業中の蜂刺されは、約半数が草刈り中です。 

「過去に刺されても痛いだけだった、でも今回はだめの場

合」もあります。突然、アナフィラキシー（呼吸困難など）になる場合があります。

蜂に刺されたら、必ず雇用主に報告するようにしてください。  

 

頭を強く打って、脳外科などをすぐに受診して「大丈夫」と言わ

れても、硬膜下出血が起こっている場合、数か月後に症状がでる場合があり、事故後

の観察が大切です。特に、事故後頭痛、ふらつき、吐き気、嘔吐、意識障害が生じて

いないかの観察が大切です。  

 

「これくらいの傷くらい」と放置していて、

破傷風などになる場合もあります。少々の傷でも雇用主さんに報告するルールが必要

です。  

 日本の毒蛇の「ハブ」、「マムシ」、「ヤマカガシ」に咬

まれたときに、口で蛇毒を吸い出すのも有効ですが、口の中に

傷などがあると、大変危険です。まずは、医療機関に連絡、急行することが大切です。

また、咬まれた蛇を見た場合は、その特徴を医療機関に伝えることも大切です。 

 

  

遠く異国から

来日して、慣れな

い環境での生活

に悩むことも多

いと思います。 

 悩みごとがあるときには、気軽に相談できる人間関

係、信頼関係が最も大切です。 

 さまざまな場面で工夫をしてください。こまめな声掛

けも有効です。 
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 このページは、パンフレットのなかにはありませんが、体調が悪くなってしまったとき

の対応について、図で示したものです。 

病院を受診するときに、母国語で、あるいは絵を指さしながら症状を医師に伝えてくださ

い。 

 

上記は「22 カ国外国人来診小児科患者問診表」の使用許可を、編集責任者である向山秀樹先

生（向山小児科医院院長）よりいただき抜粋して掲載させていただいたものです。 
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